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3 月 3 日議事録 NPO ふくてっく定例会 
司会 寺岡 会員 

場所 大阪市立社会福祉センター 

＊事務局報告＊	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中北	 会員	

	 会報６月号から春岡会員が担当になります。原稿依頼を順次行っていきますのでみなさまよろしくお願いいたします。	

	

＊閲覧資料および書籍の紹介＊	

Ａ催し・事業企画の案内 

 Ａ-1	 上映会『チョコレートケーキと法隆寺』3/25	

 

Ｂ他団体の機関紙等 

Ｂ-1	 まねき猫通信	 187 ひきめ	 	 	 Ｂ-2	 NPO ちゅうぶ通信	 2018.年 2 月号	

Ｂ-3	 ゆめごよみ風だより	 No.82	 	 Ｂ-4	 想創奏	 第 42 号	

Ｂ-5	 茶屋町通信	 vol.92	

 

Ｃ情報誌 

 Ｃ-1	 ウォロ№516	 （12・1 月号）	 	 Ｃ-2	 COMVO	 3 月号	

 

Ｄその他 

 Ｄ-1	 「あんどの里のありそ館」DVD	 	 海望福祉会	 ５分間のＤＶＤ	

	

＊学習会＊ 13：40～15：10 

議会や議員って何をしているの？	 ～NPO の皆さんこそ、ぜひ知って、つながってください～	

武	 直樹氏	 NPO 法人いくの市民活動支援センター	 代表理事	 	 大阪市会議員（2期目）	

議会の仕組み	 	 議員って何しているの？	 	 議会に参加しよう！（議会の使い方、議員との連携のしかた）	

	 大阪市社会福祉協議会に７年務め、もっとお役に立ちたいと思い、市会議員に立候補し二期目を務めています。同志社大学

で社会福祉を学び、ソーシャルアクション＝個人の困りごと等を社会や制度にアプローチをかける・・・ということをやって

いたのですが、政治家になったとたん引いて行った人がいる！議員と付き合ったら何か色がつくのがしんどいからとかＮＰＯ

法人は政治色を出さないのが原則だろう・・・などの理由で。でも、身近に議員がいたら使えばいいのに使わないのはなぜ？

まず、「住民自治」を知ってください。「地方自治」は、「団体自治」これは国と自治体の関係のことで、お金と権限をどれだ

け与えられるかということ。一方、「住民自治」は、大阪市と大阪市民のことで、自治体と住民の関係のことです。住民の声

をどれだけ政治に反映できるか？ということです。住民自治を実現するための方法・手段には、首長、議会、住民参加、参画、

運動等様々な回路を通じて機能します。例えば、住民監査請求や陳情や請願、パブリックコメント等です。さらに住民自治を

拡充するためには、声を届けられる住民の主体形成が必要になります。時にはマスコミの力も借りて！ふくてっくのミッショ

ンがあって日常的に活動していることを行政に届けられたら、何か変わるかも知れないのです。では、市議会について説明し

ます。まず、政党と会派は違います！市議会議員 86 名は、どこかの常任委員会（６委員会）に入ります。議員に何ができる

かいうと、調査権限が持てます。自分が入っている委員会の案件でなくてもできます。また、市長がやりたいと思ってやった

ことをチェックするのが議員の仕事です。私は、今、地域にどんな課題があるか知りたいと思っているし、私のことを知って

もらいたいと思っています。他市に調査に行くのも、そこで出来ていて大阪で出来ない事例を探すために訪問しています。そ

して議会で市長になぜできないかを問うています。ふくてっくで何か疑問に思うことがあった場合や確認したい場合、全会派

に対して提言書や陳情書を出せばいいと思います。書式はＨＰからダウンロードできるし難しいことはないです。請願書は紹

介が必要ですが、色をつけたくないのであれば、全会派に出せばいいし、自分たちだけでどうにかしようと思っていても、ち

ょっと議員に話をすれば解決の糸口が見つかることもあると思います。なので、皆さんのそれぞれの地元の議員さんのことを

知ってください。こんなこと聞くのは、恥ずかしいと思ったことをドンドン聞いてください。そして手段として道具として政

治を使いこなしてほしいと思っています。	

	

１．ふくてっくのつどい                             小川 会員 

2/11	 「スペシャルキッズサポーターの集い」ポスター掲示でふくてっくを紹介しました。	

多くの方々に興味を持っていただきました。	

2/18	 「e トコ	カニパーティ－（交流会）」を総勢 15 名で開催しました。	

今年も美味しいカニを食べて騒いで交流が出来ました。	

5/27	 「5 時間リレーマラソン＆自由木工」に参加します。	
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２．東大阪部会  清水 会員 

①	 2 月の東大阪における改造助成・介護住改の検証活動は 5日間（2/1.8.15.22）延べ 10 名が活動しました。	

・東大阪市事前相談会	 担当：1/18	 寺岡	

②	 2 月 17 日部会（10:00～12:00）参加者 10 名。「事例検討等」	

③	 平成 30 年度大阪市住まい情報出前講座事業が決定しました。	

	 	 ・講座名「必要になる前に知っておこう介護保険の住宅改修」	

内容：失敗しない介護保険による住宅改修の利用の仕方とポイント	

・講座名「たかが手すり、されど手すり」	

内容：手すりの役割や取付方のポイント、役に立たない手すりの取付け事例等	

④	 東大阪あれこれ	 テーマ：楽々トライ体操バジョーン 2	 	 	 担当：大塚会員	

	 	 ２月の報告テーマ	 脳活道場の答え合わせを行いました。	

３．こむねっと部会 中北 会員 

2/17	 こむねっと部会	 阪南福祉事業会関係第三者評価(前半ふり返り)ほか	

第三者評価の動き	

2 月 5・13・16・20・22 日	 阪南福祉事業会の児童養護施設訪問調査	 延 40 人	

2 月 19 日	 基準等部会	 障がい・児童分野の評価基準改定審議	

2 月 21 日	 評価機関連絡会開催	

2 月 27 日	 臨時部会（長谷川羽曳野学園の訪問直前準備会）	

3 月 1・2 日	 長谷川羽曳野学園訪問調査	

3 月 5 日	 	阪南福祉事業会児童養護施設２園の評価決定会議	

3 月 6 日		 評価調査者継続研修	 （春岡・上田・清水・曽我部・大塚）	 	 ７日羽曳野長谷川学園追加訪問調査	

3 月 12 日	 あおぞら評価決定会議	 	 13 日	 ㈱ぐりーん訪問	 （中北・上田）	 14 日天王谷評価決定に関する協議	

3 月 17 日	 こむねっと部会	 長谷川羽曳野学園の評価決定	

4 月 5・6 日	 社会的養護関係施設評価調査者継続研修（中北・上田・池端・大塚）	

その他	

2 月 24 日	 大阪精神医療人権センター	 訪問ボランティア講座	

2 月 28 日	 定藤記念福祉研究会	

3 月 3 日		 岡本榮一先生の話を聴く会（ボラ協）	

3 月 16 日	 ボラ協よるがくカフェ（牧里常治）	

＊ひとことタイム＊（会員による個人の情報発信コーナー） 

ことばあそび	 	 中北：	ひとりより	 なかまおおぜい	 あつまろう	 らんちおいしい	 れすとらん	

【ひなあられ】	 ひたむきに	 なにをさがして	 あるいてゆくの	 らくえんもとめ	 れきしをつくる	

	 	 	 	 	 	 	 	 ひれざけを	 なんばいのみゃ	 あなたはようの	 らんらんきぶん	 れれれのれ	

	 	 	 	 	 	 	 	 ひまおしみ	 なんだいといて	 あすひらく	 らいせにかける	 れいんぼう	

【かいあわせ】	 かんじんの	 いのちだいじに	 あんぜんを	 われらつどいて	 せきにんはたす	 次回「えいぷりる」	

岡会員：3/18（日）神戸ユニバーサルフェア（しあわせの村）ですべらんうどんの販売をします。ご協力お願いします	

参加予定：稲住・小川・苅田・和泉・清水・曽我部・竹田・寺岡・松田・山本・春岡	 	 8：00 集合	

山本会員：3/25 天王寺区民合唱団の発表会をおこないます。聴きにきてくださいね！	

清水会員：今日午前中に「おしゃれ終活セミナー」を行いました。	

＊初参加者の感想＊（初参加者には例会参加の動機、参加した感想など一言お話しいただきますのでご協力ください） 

武さんからひとこと感想をいただきました。	 とても完成したＮＰＯ法人だと思いました。	

＊次回例会の司会予定＊  

平成 30 年 4 月 7 日 
司会：春岡会員 

五十音順です。予定者の都合が悪い場合は、次の会員が担当となります。

予定：松本会員 山本会員 

＊次回以降の予定＊ 

・4 月 7 日（土）13：30～17：00	 会場：大阪市立社会福祉センター	 	

■学習会	 「都市と農村のまちづくり」	 人見	 修氏	

・5 月 12 日（土）13：30～17：00	 会場：大阪市立社会福祉センター	

■学習会	 内容未定	

理事会の予定	

・第 2 回定例理事会	 決算理事会	 	 	 	 	 	 30 年 8 月 4 日（土）午前	 	 会場：大阪市立社会福祉センター	

 


